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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】臨床的にFDG-PETでは炎症性腫瘤と悪性腫瘍との鑑別が困難な場合がある。この鑑別には静注２時間後
等に後期象を追加撮像する２回撮像法が有用との報告を認めるが、後期像の追加撮像時期に関する一定の見解
は得られていない。そこで我々は炎症巣と腫瘍巣を作成した実験動物を用い、microPETにて良悪性鑑別に有用
な後期像の追加撮像時期を検討した。 
【方法】炎症巣はテレピン油を椎体周囲筋に注入して作成し、0.2mLのテレピン油を用いた群を第１群、1.OmL
を用いた群を第２群とした。対象は両群とも炎症巣作成後2、5、7、14日目は４羽８炎症巣、30、60日目は３羽
６炎症巣とし、同一個体で経過を追った２羽４炎症巣を追加した。腫瘍巣はVX2腫瘍を大腿筋に移植して作成し、
対象は移植後14日目の内部に壊死を伴う５羽10腫瘍巣とした。microPETにてFDG静注２時間後まで連続撮像し、
炎症筋肉比（IMR）と腫瘍筋肉比（TMR）を用いて検討した。 
【結果】炎症巣では、IMRは両群共に２日目で低値であったが、5、7、14日目で２時間後まで増加頃向を示す高
値を示し、組織所見で急性炎症像を認めた。30、60日目でIMRは低下し増加頃向力が弱くなり、組織所見で炎症
辺縁の肉芽形成を認めた。腫瘍巣では、TMRは２時間後まで直線的な増加を示す高値を示した。多くの時期のIMR
は40分後以降でTMRと有意差を示し、90分後では全ての時期でTMRと有意差を認めた。40分後のIMRを基準として
増加率を求めると70分後で全ての時期で有意差を認めた。 
【結論】良悪性鑑別のためには、１回最影の場合はFDG静注90分後以降の撮像が必要であったが、２回撮影の場
合は、40分後に初回撮像をすれば追加撮像はその30分後でよいと判明した。臨床的に、１回撮像するよりも２
回撮像することで全体の検査時間を短くすることが出来る可能性を示唆した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
臨床的にFDG-PETでは炎症性腫瘤と悪性腫瘍との鑑別が困難な場合がある。この鑑別には静注２時間後等に後
期像を追加撮像する２回撮像法が有用との報告を認めるが、後期像の追加撮像時期に関する一定の見解は得ら
れていない。本研究は炎症巣と腫瘍巣を作成した実験動物を用い、microPETにて良悪性鑑別に有用な後期像の
追加撮像時期を検討した報告である。 
対象は日本白色家兎47羽で、炎症例42羽、腫瘍例５羽を作成した。炎症巣はテレピン油を家兎椎体周囲筋に
注入して作成し、0.2mLのテレピン油を用いた群を第１群、1.0mLを用いた群を第２群とした。両群とも炎症巣
作成後2、5、7、14日目は４羽（８炎症巣）、30、60日目は３羽（６炎症巣）、同一個体で経過を追った２羽（４
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炎症巣）であった。腫瘍巣はVX2腫瘍を大腿筋に移植して作成し、移植後14日目の内部に壊死を伴う５羽（10
腫瘍巣）とした。各家兎に対し、CT施行後、FDGを静注しmicroPETにて２時間後まで連続撮像し、炎症筋肉比（IMR）
と腫瘍筋肉比（TMR）を算出した。microPET検査後に屠殺し組織像を得た。IMRとTMRとの関係を検討し、組織像
との対比を行った。 
その結果、炎症巣では、IMRは両群共に２日目で低値であったが、5、7、14目目で２時間後まで増加傾向を示
す高値を示し、組織所見で急性炎症像を認めた。30、60日目でIMRは低下し増加傾向が弱くなり、組織所見で炎
症辺縁の肉芽形成を認めた。腫瘍巣では、TMRは２時間後まで直線的な増加を示す高値を示した。多くの時期の
IMRは40分後以降でTMRと有意差を示し、90分後では全ての時期でTMRと有意差を認めた。40分後のIMRを基準と
して増加率を求めると70分後で全ての時期で有意差を認めた。 
以上より、炎症と悪性腫瘍との鑑別には、１回撮像の場合はFDG静注90分後以降の撮像が必要であったが、２
回撮像の場合は、40分後に初回撮像をすれば追加撮像はその30分後でよいと判明した。 
本研究は、FDG-PETによる炎症と悪性腫瘍の鑑別に２回撮像の撮像時間のタイミングを工夫することで、検査
時間を短くすることができる可能性を示唆し、臨床的に貴重な報告である。よって、著者は博士（医学）の学
位を授与されるに値すると判定した。 
